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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

世
間
で
は
、
今
年
も
平
穏
無
事
な
、
私
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
と
、
新
年
の
言
葉
を
交
わ
す
が
、
真
宗
門
徒
に
と
っ
て
は
、
何
が
起
こ
っ
て
も

お
念
仏
に
出
遇
う
縁
と
し
た
い
と
い
う
ご
挨
拶
で
は
な
い
か
。

十
月
二
十
日
、
お
袋
が
脳
梗
塞
で
倒
れ
た
。
そ
の
お
袋
を
見
な
が
ら
、
幼
少
の
頃

の
私
と
お
袋
と
の
や
り
取
り
を
思
い
出
し
て
い
た
。

幼
少
の
私
は
、
学
校
の
規
則
を
破
り
、
母
は
事
あ
る
ご
と
に
学
校
に
呼
び
出
さ
れ

て
い
た
。
う
つ
む
き
加
減
に
歩
き
、
ど
の
先
生
に
も
深
々
と
頭
を
下
げ
て
い
る
お
袋

を
見
て
い
る
の
が
辛
か
っ
た
。

そ
の
た
び
に
、
お
袋
は
「
頼
む
か
ら
ま
と
も
に
な
っ
て
」
「
頼
む
か
ら
勉
強
を
し

て
」
と
、
泣
き
な
が
ら
私
を
拝
ん
で
い
た
。
そ
の
光
景
の
中
で
私
は
、
た
だ
事
で
な

い
お
袋
の
私
へ
の
愛
情
と
、
自
分
の
愚
か
さ
を
感
じ
ず
に
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
如
来
に
敬
せ
ら
れ
、
如
来
に
愛
さ
れ
、
如
来
に
信
ぜ
ら
れ
、
如
来
に
念
ぜ
ら
れ
、

か
く
し
て
わ
れ
は
、
よ
く
如
来
を
信
ず
る
こ
と
を
得
る
」
と
は
曾
我
量
深
師
の
お
言

葉
で
あ
る
。
如
来
の
は
た
ら
き
と
は
、
私
を
上
か
ら
哀
れ
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、

同
座
に
寄
り
添
っ
て
、
「
本
当
の
人
間
に
な
っ
て
下
さ
い
」
「
人
間
と
し
て
生
ま
れ

て
き
た
こ
と
、
そ
の
こ
と
を
ど
う
か
無
駄
に
し
な
い
で
下
さ
い
」
と
、
こ
の
私
を
拝

み
続
け
て
い
る
は
た
ら
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

拝
ま
れ
て
い
る
自
分
に
気
づ
か
さ
れ
て
初
め
て
、
自
分
の
愚
か
さ
や
ど
う
し
よ
う

も
な
さ
に
出
遇
う
の
で
あ
る
。
出
遇
っ
た
自
分
の
事
実
に
た
だ
頭
を
下
げ
る
し
か
な

い
。
気
付
か
せ
た
の
も
、
自
分
の
事
実
に
出
遇
わ
せ
た
の
も
、
下
げ
る
は
ず
の
な
い

私
に
頭
を
下
げ
さ
せ
て
い
る
の
も
、
如
来
の
は
た
ら
き
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
「
念

仏
も
う
さ
ん
と
思
い
立
つ
こ
こ
ろ
の
お
こ
る
と
き
」
と
『
歎
異
抄
』
に
は
あ
る
。

お
袋
の
姿
を
見
な
が
ら
こ
ん
な
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

岡崎別院『親鸞ウィーク』開催 主催 岡崎別院門徒横町実行委員会

(宗史蹟公開講座・落語・婚活・子ども会・親鸞ウォーク・オカザキプレイ等)

下記の日程にて一週間、親鸞聖人に触れていただく行事を開催いたします

願
い
に
呼
び
覚
ま
さ
れ
て

【親鸞ウィーク日程予定表】
◆花まつり・こども会

４月２日(土)（於境内）１０時～

※餅つきを行います。来院時にお餅をいただかれる方は、事前にご連絡ください。

◆宗史蹟公開講座〈横川の宗祖を訪ねて〉
４月３日(日)（於本堂）１４時～１７時

講師 武覚超大僧正(比叡山延暦寺前代表役員・滋賀県大津市求法寺住職)

講題 「親鸞聖人が修学した比叡山の念仏」

◆別院寄席(落語) 〈笑福亭仁智師匠、他〉(予定)

４月４日(月)（於本堂）１９時～

◆親鸞ウォーク〈宗祖の史蹟を訪ね歩く〉
４日８日(金) 詳細は京都教務所によるパンフレットをご参照ください。

◆婚活
４月９日(土) 詳細は検討中

◆オカザキプレイ《ワールドミュージック》
４月９日(土) ワールドミュージックステージ・ワールドフ－ド・ワークショップ
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宗史蹟親鸞聖人岡崎草庵跡

真宗大谷派(東本願寺)

岡 崎 別 院

〒606-8335

京都市左京区岡崎天王町

26番地

電話・FAX 075-771-2921

http://okazakibetsuin.com

info@okazakibetsuin.com
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列
座
の
つ
ぶ
や
き
〉

先
日
ひ
と
り
の
御
門
徒
さ
ん
が
別
院
に
来
ら
れ
た
時
、

「
現
代
に
お
い
て
、
お
寺
の
建
物
は
あ
ん
な
に
大
き
い

必
要
が
あ
る
の
か
、
わ
ざ
わ
ざ
大
金
を
か
け
て
あ
の
形

を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
よ
う
な
内
容

の
こ
と
を
質
問
さ
れ
た
。
改
め
て
お
寺
が
ど
う
い
っ
た

願
い
の
も
と
に
建
て
ら
れ
て
い
る
か
を
問
わ
れ
た
。

七
宝
講
堂
道
場
樹

方
便
化
身
の
浄
土
な
り

十
方
来
生
き
は
も
な
し

講
堂
道
場
礼
す
べ
し

（
浄
土
和
讃
）

落
慶
の
法
要
に
用
い
ら
れ
る
和
讃
で
あ
る
が
、
道
場

樹
と
は
仏
が
悟
り
を
開
か
れ
る
際
の
菩
提
樹
を
指
し
、

ま
た
釈
尊
説
法
の
地
の
目
印
と
な
っ
た
樹
を
指
す
と
い

う
。
お
寺
の
屋
根
の
高
さ
は
道
場
樹
の
高
さ
を
模
し
た

と
い
う
。
ど
こ
か
ら
で
も
「
仏
法
聴
聞
の
場
」
と
し
て

の
お
寺
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
。
ま
た
、
真
宗
寺
院

の
本
堂
は
参
詣
者
が
ひ
と
り
で
も
多
く
入
れ
る
よ
う
に
、

内
陣
よ
り
も
参
詣
の
間
が
広
く
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

寺
院
は
風
景
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
今
日
、
礼
す
べ
し

と
宗
祖
が
仰
っ
た
念
仏
道
場
に
か
け
ら
れ
て
い
る
願
い

を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

(

安
孫
子
）

結
婚
式
予
約
状
況

二
〇
一
五
年

☆
十
二
月
二
十
日

磯
野
・
古
木
家

二
〇
一
六
年

☆
一
月
三
十
日

北
脇
・
大
河
内
家

☆
三
月
二
十
日

貴
山
・
米
津
家

☆
四
月
二
十
三
日

リ
ュ
ウ
シ
ュ

・
松
居
家

☆
十
月
九
日

西
村
・
荒
木
家

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

十
月
十
一
日
挙
式

三
上

綾
さ
ん

竹
村

圭
史
さ
ん

十
月
三
十
一
日

挙
式

小
倉

亜
美
さ
ん

佐
々
木

裕
弥
さ
ん

十
一
月
二
十
八
日
挙
式

寺
西

由
貴
乃
さ
ん

坪
井

泰
樹
さ
ん
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〈別
院
往
来
〉

十
月
六
日
、
岡
崎
別

院
本
堂
に
て
、
山
城
第

二
組
が
主
催
す
る
「
落

語
と
弦
楽
四
重
奏
の
夕

べ
」
が
開
催
さ
れ
た
。

「
音
楽
工
房

京
の
音
屋
」

所
属
の
方
達
に
よ
り
、

弦
楽
器
の
演
奏
が
さ
れ

た
。
引
き
続
き
、
笑
福

亭
仁
智
氏
の
落
語
の
席

が
設
け
ら
れ
た
。
感
動

と
笑
い
の
絶
え
な
い
時

間
で
あ
っ
た
。

百
五
十
名
余
り
の
人

が
訪
れ
、
本
堂
に
は
入

り
き
れ
ず
、
縁
側
の
戸

も
外
さ
れ
、
立
ち
見
の

方
も
お
ら
れ
た
。

落
語
と
弦
楽
四
重
奏
の
夕
べ

樹
洩
陽
舎
報
恩
講

第
四
回
子
ど
も
茶
道
教
室

笑福亭仁智氏

茶室「翠雲亭」

お手前を披露板橋宏憲師

十
月
十
日
・
十
一
日
と
、

滋
賀
県
大
津
市
樹
洩
陽
舎

の
報
恩
講
が
厳
修
さ
れ
た
。

主
催
は
樹
洩
陽
舎
舎
幹
で

当
院
に
も
た
び
た
び
御
講

師
に
来
て
い
た
だ
い
て
い

る
栖
雲
深
泥
師
。

当
院
を
会
所
と
し
て
報

恩
講
が
勤
ま
る
の
は
最
後

の
年
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
か
、
多
く
の
方
が
聴
聞

に
来
ら
れ
た
。

淡
交
会
青
年
部
お
茶
会

十
月
十
二
日
、
茶
道
裏

千
家
淡
交
会
青
年
部
主
催

で
、
当
院
に
て
お
茶
会
が

開
催
さ
れ
た
。
書
院
や
御

殿
、
そ
し
て
翠
雲
亭
に
て
、

お
茶
や
点
心
が
振
る
舞
わ

れ
た
。

九
月
五
日
、
岡
崎
別

院
茶
道
教
室
指
導
に
よ

る
第
四
回
子
ど
も
茶
道

教
室
が
開
催
さ
れ
た
。

一
年
の
集
大
成
と
し
て
、

父
兄
の
方
達
に
お
手
前

を
披
露
し
た
。

秋
季
彼
岸
会

九
月
二
十
三
日
、
秋

季
彼
岸
会
が
開
催
さ
れ

た
。
講
師
は
本
願
寺
派

奈
良
県
教
学
寺
住
職
の

板
橋
宏
憲
師
で
、
講
題

は
「
六
字
の
親
様
」
。

参
詣
者
は
二
十
名
。

弦楽四重奏

講師 平川宗信師講師 水島見一師

杉
浦
後
援
会
秋
の
つ
ど
い

装束着付の実演

十
一
月
一
日
、
杉
浦

後
援
会
に
よ
る
お
能
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
た
。
お
能
に
使

わ
れ
る
衣
装
の
披
露
な

ど
が
あ
っ
た
。

主催者代表による挨拶
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専
修
学
院
生
お
み
が
き

二
〇
一
五
年
度

岡
崎
別
院
報
恩
講

十
月
二
十
三
日
、
信

悟
院
殿
御
参
修
、
真
城

義
麿
師
御
教
導
、
関
係

各
位
の
多
大
な
る
御
協

力
に
よ
っ
て
、
当
院
の

報
恩
講
が
厳
修
さ
れ
た
。

法
話
の
講
題
は
「
帰
命

無
量
寿
如
来
」
。
本
堂

は
満
堂
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
茶
室
「
翠
雲

亭
」
や
庭
園
で
は
抹
茶

接
待
が
行
わ
れ
た
。
総

勢
お
よ
そ
二
百
三
十
名

が
参
勤
・
参
詣
に
訪
れ

た
。

十
月
二
十
一
日
、
大

谷
専
修
学
院
生
に
よ
る

岡
崎
別
院
報
恩
講
に
向

け
た
お
み
が
き
が
行
わ

れ
た
。
六
十
名
余
の
学

生
・
先
生
達
に
よ
っ
て

仏
具
が
み
が
か
れ
た
。

学院生によるおみがき

真城義麿師 勤行の様子

庭
園
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
演
奏
会

報
恩
講
事
前
清
掃
奉
仕

十
月
十
四
日
、
岡
崎

別
院
報
恩
講
に
向
け
て
、

近
隣
寺
院
・
岡
崎
別
院

門
徒
・
三
日
講
員
の
有

志
、
障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
皆

様
に
よ
っ
て
、
事
前
の

清
掃
奉
仕
が
行
わ
れ
た
。

境
内
・
庭
園
の
掃
き
掃

除
や
落
ち
葉
拾
い
、
草

取
り
な
ど
を
し
た
。
お

よ
そ
三
十
五
名
が
参
加

し
た
。

茶室側の剪定

十
一
月
二
十
九
日
、

夕
方
か
ら
庭
園
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
書

院
で
茶
道
教
室
の
お
茶

接
待
、
本
堂
で
は
和
谷

篤
樹
氏
の
ハ
ー
モ
ニ
カ

と
嶋
村
よ
し
江
氏
に
よ

る
ピ
ア
ノ
演
奏
、
お
箏

教
室
の
演
奏
が
あ
っ
た
。

十
一
月
二
十
六
日
、

大
谷
高
等
学
校
生
に
よ
っ

て
別
院
庭
園
の
清
掃
奉

仕
が
行
わ
れ
た
。
三
十

五
名
の
生
徒
が
庭
園
の

掃
き
掃
除
な
ど
を
行
っ

た
。
別
院
か
ら
記
念
品

と
し
て
腕
輪
念
珠
が
贈

呈
さ
れ
た
。

大
谷
高
校
清
掃
奉
仕

本堂前で集合写真

庭園の清掃風景

山門前

満堂の参詣者

紅葉のライトアップ嶋村氏 和谷氏

岡崎別院お箏教室


